
「萬代橋周辺地区都市再生整備計画事業」の概要

計画の概要
計画の成果目標と定量的指標の定義及び算出方法

成果目標 定量的指標の定義及び算定式 当初現況値 目標値 実績値 評価

◎計画の期間
平成25年度～

29年度

◎計画の目標
都心軸と自然軸
が交差する「萬代
橋」周辺ならでは
の魅力を活かした
“まちなか空間”
の創出

◎総事業費
：約14億円

①萬代橋の歩行者・
自転車通行量

まちなかと信濃川、みな
とを結びつけ、回遊性の
高い歩行空間を創る。

萬代橋を通行する歩行者・自転車の１日当
たりの通行量
道路交通センサスの日交通量（人・台/日）
を使用

7,542人･台/日
（H22年度）

7,542人･台/日
（H29年度）

9,359人･台/日
（H27年度）

◎達成
※H29は新潟国道事務所の
調査値を参考とする
※フォローアップ調査として
H30.12に調査予定

②道路空間を活用し
た事業活動

萬代橋周辺の公共空間を
活用し、新たなにぎわい
空間を創る。

万代シティ道路区域や萬代橋東西橋詰広場
における年間イベント開催数

４回/年
（H23年度）

10回/年
（H29年度）

13回/年
（H28年度）

◎達成
※H29は現在調査中
※フォローアップ調査として
H31.3に調査予定

③やすらぎ堤及び港
湾緑地等の利用稼
働率

信濃川が育む良好な景観
と解放感のある水辺空間
を創る。

やすらぎ堤におけるイベント開催数
イベント等の使用日数/365日

34％/年
（H23年度）
124日/365日

50％/年
（H29年度）

58％/年
（H28年度）
211日/365日

◎達成
※H29は現在調査中
※フォローアップ調査として
H30.12に調査予定

地域生活基盤施設：案内板、橋の情報板

公園：他門川公園

高質空間形成施設：
歩行者支援施設・障害者誘導施設

高質空間形成施設：光のネックレス事業

高質空間形成施設：柾谷小径ゆうあい公園

地域生活基盤施設：にぎわい広場

地域生活基盤施設：視点場（信濃川右岸）

（ H30.3事業完了予定）

（二期計画へ移行）

（事業完了）

（二期計画へ移行）

（事業を拡大し、二期計画へ移行）

（事業完了）

高質空間形成施設：万代島旧水揚場緑地
既存建造物活用事業：万代島旧水揚場跡地

地域生活基盤施設：視点場（信濃川左岸）
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（ H30.3事業完了予定）

（ H30.3事業完了予定）

（ H30.3事業完了予定）

地域生活基盤施設：立体遊歩道

（二期計画へ移行）
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対象エリア

まちづくり活動支援事業：
公共空間を活用したエリアマネジメン
ト支援事業

（萬代橋周辺夜の賑わい創出社会実験）


